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1. はじめに 
住宅火災の原因として電気火災は全体の 17％程度とさ

れている。その中の 7 割近くは、蛸足配線等ユーザの誤っ

た電気機器の使用や、電源コードの踏みつけなどの不注

意によるものであり、使用方法の適正化やユーザの注意

により回避可能な要因で占められる。その一方で、トラ

ッキングが原因の火災は電気機器を通常に使用している

状況にて不用意に発生する可能性があり、発見の遅れか

ら被害拡大につながる可能性が高い。本研究はこのよう

な電気製品の利用状態における不安全な状況を回避する

ための検知技術の確立を目的としている。 

2. 研究対象 

2.1 検知機能の搭載構成のゴール設定 

筆者らは図１に示す生活パターンセンサ[1][2][3]の開発を

行ってきた。生活パターンセンサは各家電機器が稼働中

に消費する電流の合成波を分電盤に設置した CT で計測し、

合成波形の中から各機器の特徴を抽出、あらかじめ取得

した教師データと比較することにより稼働中の機器を同

定するものである。本研究が目的とする検知機能はこの

生活パターンセンサシステムと同一構成にて実現するこ

とを目標とした。分電盤一ヶ所の電流を観測することに

より家全体の監視が可能であり、最も低コストな構成と

することが可能。また、電力計測機能の付加機能として

搭載することも可能となるため、すでに電力計測機器が

導入されている場合には新たな機器の設置は必要なく、

ソフトウェアの追加で対応可能とできるメリットもある。 

 
図１ 生活パターンセンサシステム構成 

 

2.2 検知方法検討対象のモデル 

本研究は通常の電気製品の利用状態において製品や、

コンセントなど配線器具の異常状態を電源電流の監視に

より検知することを目標としている。したがって、図 2 に

示すように電源配線に接続されている機器の動作電流中

に含まれる異常状態において流れる電流を検知する必要

がある。検知には①異常状況の電流の特徴、②電気機器

の動作電流の特徴についての知見取得が必要である。 
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図２ 検知対象モデル 
 

3. 異常時電流の計測 
図３は家電機器電源回路を模擬した部分に故意に絶縁

不良を発生させたとき、商用電源側に流れる電流波形を

計測したものである。図３上段の電流波形は電源周波数

に依存せずランダムな変化を示している。図３下段に FFT
分析結果を示すが、2000Hz 近辺まで広がりのあるスペク

トラム成分を有している。電源周期に相関のないランダ

ムな電流である特徴を有していることが分かる。図 4 には

計測に用いた模擬電源部の回路と計測システム図を示す。 
 

 
 
 
図３ 異常時電流波形の例と FFT 分析結果 
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図４ 異常時電流の計測回路 

4. 検知方法の検討 

4.1 異常含む電流波形の生成 

検知方式の検討のため家電製品が多数使用されている

一般住宅での負荷電流波形に実験で得た異常時の電流を

計測時の電源周期に同期させて加算による合成波形を作

成した。図５に波形を示す。この例では 0.8 秒の時点から

異常電流を合成している。0.8 秒以降の波形には細かな振

幅の変動が見られる。 
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図５ 異常電流を含む電流波形例 
 
4.2 検知方法の検討 

図 5 に示したように異常が存在する期間の波形は、振幅

に細かな変動が見られる。検出方式の案として①FFT 分析

により高調波成分の変動をみる方法。②通常の負荷電流

では比較的、電流の平均値と実効値は安定して見えるた

めその比をとった波形率の変動をみる方法を検討した。

機能実装時の処理負荷等を勘案し、比較的処理の軽い②

の波形率による方法をシミュレーションにより試行した。 
図６に図５に示した波形について、電源 1 周期毎に波形

率を計算したものを示す。異常なし期間、異常あり期間

で数値としては僅かであるが変動を見受けることができ

た。 
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図６ 波形率計算結果 

5. まとめ 
異常時の電流について電源電流の分析により検出する

技術について検討している。実験による異常電流の計測

と計算機による検出方式の検討について検討中の内容に

ついて報告した。今後は検知精度向上のため、負荷電流

に含まれるノイズ成分の影響、機器の動作変化に伴う過

渡電流の影響、など事例の検証と検知方法のブラシアッ

プを図って行く計画である。 
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